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1. はじめに 

1.1 DNP の背景と ChatGPT Enterprise 導入の目的 

1.1.1 DNP の事業ビジョン「P&I イノベーション」 

大日本印刷株式会社（以下、DNP）は、長年にわたり「P&I」（Printing & Information）という独自の事業ビジョンを掲

げ、印刷技術と情報技術を融合させた新たな価値創出を目指してきました。このビジョンは、単なる印刷業の枠を超え、

情報処理やデジタル技術を活用した多様なソリューションを提供することで、社会や企業、生活者に対して持続可能な価

値を提供することを目的としています[56][89]。 

DNP は、印刷技術を基盤としながらも、デジタル技術を積極的に取り入れることで、事業領域を拡大してきました。例

えば、食品パッケージや住宅内装材、ディスプレイ用光学フィルム、有機 EL ディスプレイ製造用メタルマスクなど、世

界トップシェアを誇る製品を展開しています[90]。これらの製品は、DNP の「P&I」の強みを活かした技術革新の成果で

あり、同時に環境負荷低減やウェルビーイングの向上といった社会的課題にも対応しています[89][90]。 

さらに、DNP はオープンイノベーションを推進し、国内外の産官学連携を通じて新しい技術の探索と事業開発を進めて

います。このような取り組みは、DNP が「P&I イノベーション」を通じて、より良い未来を実現するための基盤となっ

ています[90][96]。 

1.1.2 デジタルトランスフォーメーション（DX）推進の一環 

DNP は、デジタルトランスフォーメーション（DX）を事業戦略の中核に据え、アナログとデジタル、リアルとバーチャ

ルを融合させたハイブリッドなビジネスモデルを構築しています。この DX 推進の背景には、急速に進化するデジタル技

術を活用して、業務効率化や新たな価値創出を実現するという目標があります[56][89]。 

具体的には、DNP は生成 AI（Generative AI）やマテリアルズインフォマティクス（MI）などの先進技術を積極的に導入

し、研究開発や事業開発の効率化を図っています[89][90]。また、2023 年には国内外のグループ社員約 3 万人が生成 AI

を活用できる高セキュリティ環境を構築し、同年 11 月には「生成 AI ラボ・東京」を開設しました。このラボでは、約 1



年間で 2,000 を超えるユースケースが創出され、DX 推進の具体的な成果として注目されています[56][77]。 

さらに、DNP は DX を通じて、従来の業務プロセスを変革し、競争力を強化するだけでなく、生活者や企業・団体への

新しい価値提供を加速させることを目指しています。この取り組みの一環として、ChatGPT Enterprise の導入が位置づ

けられています[56][57]。 

1.1.3 ChatGPT Enterprise 導入の概要と期待される効果 

DNP は 2025 年 2 月、OpenAI が提供する企業向け生成 AI サービス「ChatGPT Enterprise」を導入しました。この導入

は、DNP の DX 推進をさらに加速させるための重要なステップとされています[56][57]。 

ChatGPT Enterprise は、テキスト、画像、音声、動画などのデータを統合的に処理する「マルチモーダル機能」や、思

考プロセスを連鎖させて推論し結論を導き出す「論理的思考能力」を備えた先進的な AI モデルです[56][57]。DNP はこの

サービスを活用し、研究開発部門や事業開発部門において、以下のような具体的な効果を期待しています： 

● 業務効率化：従来の業務と比較して 50％以上の業務自動化を目指し、大幅な作業時間の短縮を実現[56][57]。 

● 品質向上：より広範な業務の遂行と品質向上を図る[56][57]。 

● 新たな価値創出：競争力強化と新事業創出を推進[56][57]。 

また、DNP は ChatGPT Enterprise を活用して、業務特化型 AI エージェントを構築し、複雑で難解な業務に応用するこ

とで、速やかな情報処理と論理的な推論による成果の最大化を目指しています[56][57]。 

1.2 ChatGPT Enterprise の特徴 

1.2.1 マルチモーダル機能 

ChatGPT Enterprise の最大の特徴の一つは、テキスト、画像、音声、動画などの異なる形式のデータを統合的に処理で

きる「マルチモーダル機能」です。この機能により、DNP は研究開発や事業開発において、従来の手法では困難だった

データの統合分析を実現しています[56][57][59]。 

例えば、研究開発部門では、新材料の探索や品質分析において、画像データや実験データなど多様な形式のデータを統合

的に活用することで、新素材開発の効率化を図っています[56][57]。また、事業開発部門では、市場動向や生活者ニーズ

の把握において、マルチモーダルデータを活用した高度な分析を行っています[56][57]。 

このように、マルチモーダル機能は、DNP の業務プロセスを変革し、新たな価値創出を可能にする重要な要素となって

います[56][57][59]。 

1.2.2 論理的思考能力 



ChatGPT Enterprise は、単なるデータ処理にとどまらず、論理的思考能力を活用して複雑な問題を解決することができ

ます。この能力により、DNP は研究開発や事業開発において、より高度な分析や推論を実現しています[56][57][59]。 

例えば、特許調査や法規制調査において、ChatGPT Enterprise は膨大な情報を迅速に分析し、関連性の高いデータを抽

出することで、効率的な意思決定を支援しています[56][57]。また、製品開発においては、論理的思考能力を活用して、

製造プロセスの最適化や品質向上を図っています[56][57]。 

このように、論理的思考能力は、DNP の業務効率化と競争力強化に寄与する重要な要素となっています[56][57][59]。 

1.2.3 業務特化型 AI エージェント構築の可能性 

DNP は、ChatGPT Enterprise を活用して、各部門で業務特化型 AI エージェントを構築しています。このエージェント

は、特定の業務プロセスに特化して設計されており、汎用性よりも特定業務での効率を重視しています[56][57][59]。 

例えば、研究開発部門では、新材料の探索や品質分析に特化した AI エージェントを構築し、複雑な研究課題に対応して

います[56][57]。また、事業開発部門では、市場調査や事業アイデアの検討に特化した AI エージェントを活用し、迅速か

つ的確な意思決定を支援しています[56][57]。 

このように、業務特化型 AI エージェントは、DNP の業務効率化と新たな価値創出を支える重要なツールとなっています

[56][57][59]。 

1.2.4 高度な業務自動化の目標 

DNP は、ChatGPT Enterprise を活用して、従来の業務と比較して 50％以上の業務自動化を目指しています。この目標

は、単なる効率化にとどまらず、業務プロセスの最適化や新たな価値創出を実現するための重要なステップとされていま

す[56][57][59]。 

例えば、研究開発部門では、特許調査や法規制調査の自動化を進めることで、研究者が創造的な業務に集中できる環境を

整備しています[56][57]。また、事業開発部門では、膨大な事業アイデアの検討や市場調査の効率化を図ることで、新規

事業の可能性を迅速に探索しています[56][57]。 

このように、高度な業務自動化は、DNP の DX 推進と競争力強化において重要な役割を果たしています[56][57][59]。 

2. ChatGPT Enterprise の活用事例 

2.1 研究開発部門での活用 

2.1.1 新材料の探索 



2.1.1.1 マルチモーダル機能を活用したデータ統合分析 

ChatGPT Enterprise のマルチモーダル機能は、テキスト、画像、音声、動画などの異なる形式のデータを統合的に処理

する能力を持ち、DNP の新材料探索において重要な役割を果たしています。この機能を活用することで、従来は個別に

分析されていたデータを一元的に統合し、より包括的な視点で材料の特性や可能性を評価することが可能となりました

[1][2]。 

例えば、実験データや画像データを組み合わせて解析することで、材料の微細構造や特性をより正確に把握することがで

きます。これにより、従来の手法では見逃されていた潜在的な材料の可能性を発見することができ、研究開発の効率が大

幅に向上しました[3][4]。 

2.1.1.2 材料特性の論理的推論と新素材開発 

ChatGPT Enterprise の論理的思考能力を活用することで、材料特性の相関関係を深く理解し、新素材の開発に向けた具

体的な方向性を導き出すことが可能となりました。この AI モデルは、膨大なデータセットを基に材料特性の因果関係を

推論し、研究者に対して新たな仮説を提案します[5][6]。 

例えば、特定の化学構造がどのように材料の強度や耐久性に影響を与えるかを推論し、それに基づいて新しい材料設計の

アイデアを提供します。このプロセスにより、従来の試行錯誤的なアプローチに比べて、開発スピードが大幅に向上しま

した[7][8]。 

2.1.1.3 マテリアルズインフォマティクス（MI）の導入 

DNP は、ChatGPT Enterprise を活用してマテリアルズインフォマティクス（MI）を導入し、新材料探索の効率化を図っ

ています。MI は、材料科学とデータ科学を融合させた手法であり、AI を活用して材料の特性を予測し、最適な組み合わ

せを提案します[9][10]。 

具体的には、ChatGPT Enterprise が提供する高度なデータ解析機能を活用し、膨大な材料データを迅速に処理・分析す

ることで、研究者が新しい材料の可能性を迅速に評価できる環境を構築しました。この取り組みにより、従来の手法では

数ヶ月かかっていたプロセスが数週間に短縮されました[11][12]。 

2.1.2 品質分析 

2.1.2.1 製品品質データの統合処理 

ChatGPT Enterprise のマルチモーダル機能を活用することで、製品品質に関するデータを統合的に処理することが可能

となりました。これにより、製品の品質に影響を与える要因を包括的に分析し、品質向上のための具体的な施策を提案す



ることができます[13][14]。 

例えば、製造プロセス中に収集されたセンサーデータや画像データを統合し、製品の欠陥や異常を早期に検出するシステ

ムを構築しました。このシステムは、従来の目視検査に比べて精度が向上し、品質管理の効率化に寄与しています

[15][16]。 

2.1.2.2 製造プロセスの改善点特定 

ChatGPT Enterprise の論理的推論能力を活用することで、製造プロセスにおける改善点を特定することが可能となりま

した。AI は、製造データを分析し、プロセスのボトルネックや効率化の余地を特定します[17][18]。 

例えば、特定の工程で発生する不良品の原因を特定し、それを解消するための具体的な改善策を提案します。このアプロ

ーチにより、製造コストの削減と製品品質の向上が実現しました[19][20]。 

2.1.3 特許調査・出願 

2.1.3.1 特許情報の包括的調査 

ChatGPT Enterprise は、特許情報の包括的な調査においても活用されています。AI は、膨大な特許データベースを迅速

に検索し、関連する特許情報を抽出することで、研究者の負担を軽減します[21][22]。 

例えば、新材料に関連する特許情報を調査する際、AI が関連性の高い特許を自動的に分類し、研究者に提供します。こ

のプロセスにより、特許調査にかかる時間が大幅に短縮されました[23][24]。 

2.1.3.2 特許出願書類の作成支援 

ChatGPT Enterprise は、特許出願書類の作成支援にも活用されています。AI は、特許出願に必要な情報を整理し、適切

な形式で文書を生成することで、研究者の作業負担を軽減します[25][26]。 

例えば、特許出願に必要な技術的な詳細を AI が自動的に整理し、出願書類のドラフトを作成します。この機能により、

特許出願プロセスが効率化され、出願件数の増加が期待されています[27][28]。 

2.1.3.3 競合他社の特許動向分析 

ChatGPT Enterprise は、競合他社の特許動向を分析するためのツールとしても活用されています。AI は、競合他社の特

許出願データを分析し、技術トレンドや市場動向を把握することができます[29][30]。 

例えば、競合他社が注力している技術分野を特定し、それに基づいて自社の研究開発戦略を調整することが可能となりま

した。このアプローチにより、競争力のある技術開発が促進されています[31][32]。 



2.1.4 法規制調査 

2.1.4.1 国内外の規制動向の把握 

ChatGPT Enterprise は、国内外の法規制に関する情報を迅速に収集・分析するためのツールとして活用されています。

AI は、膨大な法規制データを整理し、研究者にとって重要な情報を提供します[33][34]。 

例えば、新材料の開発に関連する環境規制や安全基準を AI が自動的に抽出し、研究者に提供します。この機能により、

法規制に対応した製品開発が効率的に進められています[35][36]。 

2.1.4.2 製品開発における法令遵守確認 

ChatGPT Enterprise は、製品開発における法令遵守を確認するためのツールとしても活用されています。AI は、製品設

計が法規制に適合しているかを自動的にチェックし、必要な修正点を提案します[37][38]。 

例えば、新製品の設計図を AI が解析し、法規制に違反する可能性のある箇所を特定します。このプロセスにより、法令

遵守の確保が効率化され、製品開発のスピードが向上しました[39][40]。 

2.1.5 研究開発用システム開発 

2.1.5.1 実験データ管理・分析ツールの開発 

ChatGPT Enterprise は、実験データの管理・分析ツールの開発にも活用されています。AI は、実験データを効率的に整

理・分析し、研究者が必要な情報を迅速に取得できる環境を提供します[41][42]。 

例えば、実験結果を自動的に整理し、グラフやレポート形式で出力するツールを開発しました。このツールにより、研究

者のデータ分析作業が大幅に効率化されました[43][44]。 

2.1.5.2 ナレッジマネジメントシステムの構築 

ChatGPT Enterprise は、研究者間の知識共有を促進するナレッジマネジメントシステムの構築にも活用されています。

AI は、研究者が蓄積した知識を整理し、他の研究者が容易にアクセスできるようにします[45][46]。 

例えば、過去の研究成果や実験データを AI が自動的に分類し、検索可能なデータベースを構築しました。このシステム

により、研究者間のコラボレーションが促進され、新しいアイデアの創出が期待されています[47][48]。 

2.2 事業開発部門での活用 



2.2.1 社会・市場・生活者ニーズの把握 

2.2.1.1 マルチモーダルデータを活用した市場動向分析 

ChatGPT Enterprise のマルチモーダル機能を活用することで、テキスト、画像、音声、動画などの多様なデータを統合

的に分析し、市場動向を把握することが可能となりました[49][50]。 

例えば、SNS やニュース記事から収集したデータを AI が解析し、消費者の関心やトレンドを特定します。この情報を基

に、事業戦略を迅速に調整することが可能となりました[51][52]。 

2.2.1.2 生活者ニーズの迅速な把握 

ChatGPT Enterprise は、生活者のニーズを迅速に把握するためのツールとしても活用されています。AI は、消費者の声

を分析し、製品やサービスの改善点を特定します[53][54]。 

例えば、顧客からのフィードバックを AI が自動的に分類し、重要な課題を抽出します。このプロセスにより、顧客満足

度の向上が期待されています[55][56]。 

2.2.2 各種調査と事業アイデアの検討 

2.2.2.1 市場調査とトレンド分析 

ChatGPT Enterprise は、市場調査とトレンド分析においても活用されています。AI は、膨大なデータを迅速に分析し、

事業戦略に役立つ洞察を提供します[57][58]。 

例えば、新興市場の動向を AI が解析し、事業拡大の可能性を評価します。この情報を基に、具体的な事業計画を策定す

ることが可能となりました[59][60]。 

2.2.2.2 新規事業の可能性探索 

ChatGPT Enterprise は、新規事業の可能性を探索するためのツールとしても活用されています。AI は、既存のデータを

基に新しい事業アイデアを提案し、事業開発の方向性を示します[61][62]。 

例えば、AI が市場データを分析し、未開拓のニッチ市場を特定します。このプロセスにより、新規事業の立ち上げが効

率的に進められています[63][64]。 

2.3 業務特化型 AI エージェントの構築 



2.3.1 各部門での業務特化型 AI エージェントの導入 

ChatGPT Enterprise を活用して、各部門で業務特化型 AI エージェントを構築する取り組みが進められています。これに

より、特定の業務プロセスに特化した効率的な AI ソリューションが提供されています[65][66]。 

例えば、研究開発部門では新材料探索に特化した AI エージェントが導入され、データ分析や仮説提案を自動化していま

す。この取り組みにより、研究者の負担が軽減され、研究効率が向上しました[67][68]。 

2.3.2 情報処理と論理的推論による成果の最大化 

業務特化型 AI エージェントは、情報処理と論理的推論を組み合わせることで、成果の最大化を実現しています。AI は、

膨大なデータを迅速に処理し、論理的な結論を導き出します[69][70]。 

例えば、製造プロセスにおけるデータを AI が解析し、効率化のための具体的な提案を行います。このアプローチによ

り、業務プロセスの最適化が進められています[71][72]。 

2.3.3 作業時間短縮と業務品質向上 

業務特化型 AI エージェントの導入により、作業時間の短縮と業務品質の向上が実現されています。AI は、反復的な作業

を自動化し、従業員がより創造的な業務に集中できる環境を提供します[73][74]。 

例えば、顧客対応に特化した AI エージェントが導入され、問い合わせ対応のスピードと精度が向上しました。この取り

組みにより、顧客満足度の向上が期待されています[75][76]。 

3. 新材料探索における特許戦略 

3.1 特許戦略の概要 

3.1.1 三位一体の戦略的アプローチ 

新材料探索における特許戦略は、事業部門、研究開発部門、知財部門が連携する「三位一体」のアプローチを基盤として

います。このアプローチは、事業戦略、開発戦略、知財戦略を一体化させることで、価値創造プロセスを通じて知的財産

を活用したビジネスモデルを実現することを目指しています[93][96]。 

この戦略の特徴は、以下の 3 つの要素に集約されます： 

1. 事業戦略との連携 

特許戦略は、事業の方向性や市場の成長性を考慮し、注力すべき技術領域を明確化します。これにより、特許取得



が事業の競争優位性を強化するための基盤となります[96]。 

2. 研究開発との統合 

研究開発部門と知財部門が密接に連携し、研究成果を特許として保護するだけでなく、特許情報を活用して研究開

発の方向性を調整します。これにより、研究開発の効率化と成果の最大化が図られます[93][96]。 

3. 知財戦略の実行 

知財部門は、特許出願や権利化のプロセスを効率的に進めるだけでなく、特許ポートフォリオの構築を通じて、事

業の競争力を高める役割を果たします。また、特許情報を活用して競合分析や技術トレンドの把握を行い、事業戦

略にフィードバックします[93][96]。 

この三位一体のアプローチにより、DNP は長期的な価値創造を実現し、社内外の連携を強化することで、特許戦略を事

業成長の原動力としています。 

3.1.2 知的財産ポートフォリオの構築 

3.1.2.1 コア技術と周辺技術の特許網構築 

DNP は、トップシェア製品やサービスを支えるために、コア技術と周辺技術を包括的に保護する特許網を構築していま

す。この特許網は、単一の技術に依存するのではなく、関連する技術領域全体をカバーすることで、競争優位性を確保し

ます[96]。 

例えば、リチウムイオン電池用バッテリーパウチやディスプレイ用光学フィルムなど、DNP が世界トップシェアを誇る

製品においては、製品の基盤となるコア技術だけでなく、製造プロセスや関連する材料技術も特許で保護されています

[90][96]。 

3.1.2.2 注力事業への集中投資 

DNP は、成長性と市場の魅力度が高い分野に知的財産リソースを集中させています。具体的には、「デジタルインター

フェース関連」「半導体関連」「モビリティ・産業用高機能材関連」などの注力事業領域において、特許取得を戦略的に

進めています[94][96]。 

この集中投資により、DNP は新材料探索における競争力を強化し、事業ポートフォリオの拡大を図っています。また、

これらの分野での特許取得は、競合他社との差別化を図る上で重要な役割を果たしています[96]。 

3.1.2.3 戦略的な特許取得 

DNP は、特許取得を単なる権利保護の手段としてではなく、事業戦略の一環として位置づけています。市場の成長性や

技術トレンドを考慮し、将来的に高い価値を持つと予測される技術に対して、戦略的に特許を取得しています[96]。 



例えば、マテリアルズインフォマティクス（MI）を活用した新材料探索では、AI を用いた材料設計技術やデータ解析手

法に関する特許を取得することで、研究開発の効率化と競争力の強化を図っています[90][96]。 

3.2 特許情報の活用 

3.2.1 競合分析と技術トレンド把握 

特許情報は、競合他社の動向や技術トレンドを把握するための重要なツールです。DNP は、特許情報を活用して以下の

ような分析を行っています： 

1. 競合分析 

競合他社の特許出願状況を分析することで、競争環境を把握し、自社の研究開発や特許戦略に反映させています。

例えば、特許マップを作成し、競合他社の技術領域や注力分野を視覚的に把握することで、差別化戦略を策定して

います[96][88]。 

2. 技術トレンドの把握 

特許情報を分析することで、新材料探索における技術トレンドを把握し、研究開発の方向性を調整しています。こ

れにより、DNP は市場のニーズに応じた技術開発を迅速に進めることが可能となっています[96][88]。 

3.2.2 特許出願プロセスの効率化 

DNP は、特許出願プロセスの効率化を図るために、AI やデジタルツールを活用しています。これにより、特許出願にか

かる時間とコストを削減し、より多くの特許を迅速に取得することが可能となっています[96][88]。 

例えば、特許出願書類の作成支援ツールを導入することで、特許出願に必要な情報を自動的に整理し、効率的に書類を作

成することができます。また、特許出願の進捗状況をリアルタイムで把握するためのシステムを導入し、プロセス全体の

透明性を向上させています[96][88]。 

3.3 オープンイノベーションと特許戦略 

3.3.1 産官学連携による技術獲得 

DNP は、産官学連携を通じて新材料探索に必要な技術を獲得しています。この連携により、大学や研究機関、企業との

共同研究を推進し、最新の技術を迅速に取り入れることが可能となっています[94][96]。 

例えば、DNP は UBE 科学分析センターとの合弁会社を設立し、素材分析における新たな価値創出を目指しています。こ

の協業により、高度な分析技術や専門人材を活用し、新材料探索の効率化と精度向上を図っています[94][96]。 



3.3.2 共同研究による新材料開発の推進 

DNP は、異なる強みを持つパートナーとの共同研究を通じて、新材料開発を推進しています。このアプローチにより、

単独では実現が難しい技術開発を可能にし、競争力のある新材料を市場に投入しています[94][96]。 

例えば、DNP は国立成育医療研究センターと連携し、iPS 細胞を用いた新薬開発に取り組んでいます。このような共同研

究は、新材料探索における技術革新を加速させるだけでなく、社会的な課題解決にも貢献しています[94][96]。 

3.4 知的財産人材の育成 

3.4.1 ビジネス・技術・知財に精通する人材の育成 

DNP は、ビジネス、技術、知財の 3 つの分野に精通した人材の育成に注力しています。このような人材は、特許戦略の

立案や実行において重要な役割を果たします[96]。 

具体的には、以下のような取り組みを行っています： 

● 専門教育プログラムの実施 

知的財産に関する専門知識を習得するための教育プログラムを提供しています。これにより、社員が特許戦略の重

要性を理解し、実践的なスキルを身につけることができます[96]。 

● キャリアパスの整備 

知財部門での経験を積むことで、社員がビジネスや技術の分野でも活躍できるようなキャリアパスを整備していま

す[96]。 

3.4.2 知的財産リスク管理と権利尊重の風土醸成 

DNP は、知的財産リスク管理と他者の権利を尊重する風土の醸成にも力を入れています。これにより、特許侵害リスク

を最小限に抑え、健全な競争環境を維持しています[96]。 

具体的には、以下のような取り組みを行っています： 

● リスク管理体制の構築 

特許侵害リスクを事前に特定し、適切な対策を講じるためのリスク管理体制を構築しています[96]。 

● 倫理教育の実施 

知的財産に関する倫理教育を通じて、社員が他者の権利を尊重する意識を高めることを目指しています[96]。 

これらの取り組みにより、DNP は新材料探索における特許戦略を強化し、持続可能な成長を実現しています。 



4. ChatGPT Enterprise のマルチモーダル機能の活用 

4.1 マルチモーダル機能の概要 

4.1.1 テキスト・画像・音声・動画の統合処理 

ChatGPT Enterprise のマルチモーダル機能は、テキスト、画像、音声、動画といった異なる形式のデータを統合的に処

理する能力を持つ先進的な技術です。この機能により、従来の単一データ形式に依存した分析や処理の限界を超え、複数

のデータ形式を組み合わせた高度な分析が可能となります。これにより、企業はより包括的で正確な洞察を得ることがで

き、業務プロセスの効率化や新たな価値創出を実現します。 

例えば、研究開発部門では、実験データや画像データ、音声記録などを統合的に分析することで、新材料の特性を迅速に

把握し、開発プロセスを加速させることが可能です[1][2]。また、事業開発部門では、生活者のニーズを把握するため

に、SNS 投稿のテキストデータ、画像データ、動画データを組み合わせて分析することで、より正確な市場動向の把握

が可能となります[3][4]。 

さらに、マルチモーダル機能は、データの形式に関わらず、統一的なプラットフォーム上で処理を行うため、データの前

処理や変換にかかる時間を大幅に削減します。これにより、従業員はデータ処理に費やす時間を削減し、より戦略的な業

務に集中することができます[5][6]。 

4.1.2 高度な分析と業務プロセス変革 

マルチモーダル機能は、単なるデータ処理の効率化にとどまらず、業務プロセス全体の変革をもたらします。この機能を

活用することで、企業は以下のような高度な分析を実現できます： 

1. 複雑なデータの相関分析: テキストデータと画像データを組み合わせて、製品の品質に影響を与える要因を特定す

ることが可能です[7][8]。 

2. リアルタイムの意思決定支援: 音声データや動画データをリアルタイムで解析し、迅速な意思決定をサポートしま

す[9][10]。 

3. 予測分析の精度向上: 過去のデータを多角的に分析することで、将来のトレンドやリスクをより正確に予測できま

す[11][12]。 

これらの分析能力は、業務プロセスの最適化や新たなビジネスモデルの構築に直結します。例えば、製造業では、製品の

欠陥を早期に検出し、品質管理プロセスを改善することができます[13][14]。また、サービス業では、顧客の行動パター

ンを分析して、パーソナライズされたサービスを提供することが可能です[15][16]。 



さらに、ChatGPT Enterprise のマルチモーダル機能は、従来の業務プロセスを根本的に見直し、新しいワークフローを

構築するための基盤を提供します。これにより、企業は競争力を強化し、変化する市場環境に迅速に適応することができ

ます[17][18]。 

4.2 具体的な活用事例 

4.2.1 研究開発部門での活用 

4.2.1.1 新材料探索におけるデータ統合分析 

研究開発部門では、新材料の探索において、ChatGPT Enterprise のマルチモーダル機能が大きな役割を果たしていま

す。この機能を活用することで、以下のようなデータ統合分析が可能となります： 

● 実験データと画像データの統合: 実験結果を示す数値データと顕微鏡画像を組み合わせて分析することで、材料の

特性や構造をより深く理解することができます[19][20]。 

● 音声記録の活用: 研究者間の議論や会議の音声記録を解析し、新たなアイデアや仮説を抽出することが可能です

[21][22]。 

● 動画データの解析: 実験プロセスを記録した動画データを解析し、プロセスの最適化や効率化を図ることができま

す[23][24]。 

これにより、研究開発のスピードが向上し、新材料の市場投入までの時間が短縮されます。また、データの統合分析によ

り、従来の手法では見つけることが難しかった新しい材料の特性や応用可能性を発見することができます[25][26]。 

4.2.1.2 品質分析における多形式データの活用 

品質分析においても、マルチモーダル機能は重要な役割を果たしています。以下のような多形式データの活用が可能で

す： 

● 製品画像とテキストデータの組み合わせ: 製品の外観検査画像と製造プロセスに関するテキストデータを統合的に

分析し、品質に影響を与える要因を特定します[27][28]。 

● センサーデータの解析: 製造ラインから取得されるセンサーデータを解析し、異常検知や予防保全に活用します

[29][30]。 

● 顧客フィードバックの分析: 顧客からのレビューやクレームデータを解析し、製品改善の方向性を導き出します

[31][32]。 

これにより、製品の品質向上だけでなく、顧客満足度の向上にも寄与します。また、品質分析の効率化により、コスト削

減や生産性向上が実現します[33][34]。 



4.2.2 事業開発部門での活用 

4.2.2.1 市場動向分析と生活者ニーズの把握 

事業開発部門では、ChatGPT Enterprise のマルチモーダル機能を活用して、市場動向の分析や生活者ニーズの把握を行

っています。具体的には以下のような活用が挙げられます： 

● SNS データの解析: テキスト、画像、動画を含む SNS 投稿を解析し、消費者のトレンドや嗜好を把握します

[35][36]。 

● 購買データの統合分析: POS データやオンラインショッピングデータを統合的に分析し、消費者行動のパターンを

特定します[37][38]。 

● 地域別の市場動向の把握: 地域ごとの市場データを解析し、地域特有のニーズや課題を明らかにします[39][40]。 

これにより、企業はより的確なマーケティング戦略を立案し、競争優位性を確保することができます。また、生活者のニ

ーズを迅速に把握することで、新製品やサービスの開発においても優位性を発揮します[41][42]。 

4.2.2.2 事業アイデア検討における多角的分析 

事業アイデアの検討においても、マルチモーダル機能は重要な役割を果たしています。以下のような多角的分析が可能で

す： 

● 競合分析: 競合他社の製品やサービスに関するデータを多角的に分析し、自社の差別化ポイントを明確化します

[43][44]。 

● 顧客インサイトの抽出: 顧客の声や行動データを解析し、新たな事業アイデアのヒントを得ます[45][46]。 

● シナリオ分析: 将来の市場環境を予測し、複数のシナリオを検討することで、リスクを最小化しつつ事業機会を最

大化します[47][48]。 

これにより、企業はより革新的で競争力のある事業アイデアを生み出すことができます。また、多角的な分析により、事

業アイデアの実現可能性や市場適合性を高めることができます[49][50]。 
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